
2025  04 　ニューズレター第 57 号

ぽぽろ

OP OP LOOP OP LOOP OP LO
ダマヌール日本ニューズレター

≪ 第57　春号 ≫

ダマヌール日本
2025年4月27日

発　行
発行日
http://www.damanhur.jp

１

春号

ダマヌールの精神的プロジェクト
～ 橋の形の動物とのコンタクト ～

　起源的な神に戻る

　 ダマヌールの哲学では、私たち人間は、この宇

宙のすべてを創造した起源的な神に由来する存

在 で す 。 実 は 、 人 間 は 皆 一 人 ひ と り が 起 源 的 な

神 で あ る と 言 っ て も 過 言 で は な い の で す 。

　 人間は、その精神性が高かった時代には、「す

べてはひとつ」という意識で調和的な世界を実現

し て い ま し た 。

　 し か し 、 次 第 に 、 利 己 主 義 や 物 質 偏 重 に 陥 り 、

精 神 性 が 薄 れ て い き 、 他 の 命 あ る 存 在 た ち と の

関 係 も 不 調 和 な 状 態 で 生 き て い ま す 。 多 く の 人

た ち は 、 人 間 が こ の 不 調 和 な 生 き 方 を 変 え な け

れば、この星の未来は暗いものになると感じてい

ま す 。

　 と り か え し が つ か な く な る 前 に 、 今 こ こ で 、 私 た

ち 人 間 は 「 個 」 と い う 意 識 か ら 、 本 来 の 、 も と も と

そうであった「すべてはひとつ」という意識、すな

わ ち 究 極 の 「 １ 」 で あ る 起 源 的 な 神 へ と 戻 っ て い

かなければなりません。もともと神であったというこ

と を 思 い 出 し 、 か つ て の 精 神 性 の 高 か っ た 偉 大 な

人間を再 び 実 現 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 そ し て 、 こ れ こ そ が 、 人 生 の 目 的 、 人 間 が 成 長 し

進 化 す る 目 的 な の で す 。 私 た ち 人 間 が 目 指 す 究

極のゴールは、もともとの起源的な神に戻ることな

の で す 。

　 こ れ は 、 人 生 を か け て 取 り 組 む 価 値 の あ る 私 た

ち 人 間 の 偉 大 な ゲ ー ム で あ り 、 ダ マ ヌ ー ル の 数 々

ある精神的プロジェクトのなかでも最も重要なもの

で す 。 な ぜ な ら 、 宇 宙 の 存 続 、 人 類 の 存 続 が か か

っ た 負 け ら れ な い 精 神 的 ゲ ー ム だ か ら で す 。

　 こ の 精 神 的 ゲ ー ム を す る の に 、 物 質 の 世 界 こ そ

が、ゲームに挑むためのフィールドです。このゲー

ム に は 制 限 時 間 が あ り 、 ク リ ア で き な け れ ば 、 ゲ ー

ムのフィールド自体が消滅する、というルールがあ

精神的ゲームのフィールド
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ります。今、私たちは、このゲームの真っ只中にい

る の で す 。

　 実 は 、 人 間 は 、 こ れ ま で も 同 様 の 精 神 的 ゲ ー ム

を何度も行ってきました。しかし、直近のゲームで

勝利することができず、人間の精神的進化に必要

ないくつかの能力を失ってしまいました。そのひと

つは、内在する神を目覚めさせるために必要な感

覚です。今、偉大な精神性を実現していた頃には

有 し て い た 能 力 を 再 び 取 り 戻 し 、 内 在 す る 神 を 目

覚 め さ せ る こ と が 不 可 欠 で す 。

　 精神的ゲームを行うフィールドであるこの物質の

世界は、起源的な神がある目的をもって自ら創造

した世界です。世界には、人間をはじめとするさま

ざまな命のカタチが存在し、あらゆる命のカタチに

は 、 起 源 的 な 神 の カ ケ ラ が 入 っ て い ま す 。

　 例 え る な ら 、 宇 宙 創 造 の 前 に は 、 一 つ の 大 き な

鏡であった起源的な神が、創造の瞬間に割れ、バ

ラバラになった鏡のカケラが、創造されたさまざま

な命のカタチの一つひとつに入りました。このバラ

バラになったカケラを集めて、あたかもジグソーパ

ズルのようにつながりをつけて、もともとの大きな鏡

に す る こ と が で き れ ば 、 再 び 、 人 間 は 起 源 的 な 神

に 到 達 す る こ と が で き ま す 。

　 カケラは大小あり、実は、たくさんの生き物、動物

のなかでも、人間は、より大きなカケラを宿す生き

物なのです。人間には、五感のような外的感覚だ

けでなく、内面的感覚もあります。また、自由意志

をもち、自ら、成長や進化に向けて考え、選択し、

行動することができます。肉体をもってこの物質の

世 界 に 生 ま れ 、 さ ま ざ ま な 体 験 を し て 、 そ の 体 験

か ら 、 精 神 的 な 付 加 価 値 を 生 み 出 せ る レ ベ ル ま

で 進 化 し た 種 が 、 よ り 大 き な カ ケ ラ を 有 し て い る と

言 え ま す 。

　 そ う し た 種 に は 、 物 質 の 世 界 以 外 の 広 大 な 世 界

を認知し、意識をそこまで拡大できる可能性があり

ます。このような種は、小さな神々を越えて、宇宙

の す べ て を 創 造 し た 起 源 的 な 神 、 も と も と の 「 １ 」

と い う 意 識 に ま で 橋 を わ た っ て 到 達 で き る 可 能 性

を も っ て い ま す 。 こ の こ と か ら 、 ダ マ ヌ ー ル で は 、

こ の よ う な 種 を 「 橋 の カ タ チ 」 と 呼 ん で い ま す 。

起源的な神のカケラ

　一 方 、 動 物 の 中 に も 、 単 に 生 存 す る た め の 能 力

だけでなく、物質の世界での体験から付加価値を

生 み 出 し 、 物 質 以 外 の も の を 創 造 で き る レ ベ ル の

存在がいます。そういった種の動物たちもまた、大

きなカケラを有する「橋のカタチ」です。

　ダマヌールでは、カケラを集めてつながりをつけ

て い く の に 、 ま ず 、 人 間 に 近 し い つ な が り や す い

　

存在たちとの絆を取り戻すことから始めました。人

間と同じような精神的進化のレベルの存在たちで

す。それが「橋のカタチの動物たち」です。

　ダマヌールの研究によると、橋のカタチと呼べる

動物は、イルカ、クジラ、ゾウ、カメ、キリン、ゴリラ、

オ ラ ン ウ ー タ ン な ど で す 。

　 も し か す る と 、 こ う い っ た 動 物 た ち の 方 が 、 自 己

中 心 的 で 物 質 偏 重 主 義 に 陥 っ た 人 間 よ り も 純 粋

で 精 神 的 レ ベ ル が 高 い と も い え ま す し 、 彼 ら と な

ら つ な が り を つ け や す い と 考 え ら れ 、 橋 の カ タ チ

の 動 物 種 た ち と 絆 を 結 ぶ こ と は と て も 大 切 で す 。

　

橋のカタチの動物とのコンタクト

橋のカタチの動物

　 私 た ち は 古 代 の 言 語 を 使 っ て こ れ ら の 種 と コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が で き ま す 。 例 え ば 、 手

の ジ ェ ス チ ャ ー で 話 し か け ま す 。 そ れ は 、 私 た ち

の 言 葉 で 表 す と 「 私 た ち と の 古 代 の 絆 を 覚 え て い

ま す か ？ 私 た ち は 新 し い 人 類 を 代 表 す る た め に

こ こ に い ま す 。 す べ て の 生 き 物 と の 調 和 の と れ た

関 係 を 望 ん で い ま す 。 も う 一 度 、 絆 を む す び ま せ

ん か ？ 」 と い う よ う な メ ッ セ ー ジ に な り ま す 。 実 際

に 、 こ の 方 法 で 、 橋 の カ タ チ の 動 物 た ち と の 対 話

を試み、成功したと思われる動物たちの反応があ

り ま し た 。

　 こ の 橋 の カ タ チ の 動 物 た ち と の つ な が り を つ け

る ア ク シ ョ ン は 、 「 橋 の カ タ チ の 動 物 と の コ ン タ ク

ト 」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 2 0 1 6 年 か ら 始 ま り ま

し た 。 最 初 は 、 海 洋 種 で あ る ク ジ ラ と の コ ン タ ク ト

で し た 。 以 来 、 イ ル カ や ウ ミ ガ メ 、 ア ザ ラ シ 、 ゴ リ ラ

など、多くの種に拡がり、最近では象とも美しいつ

ながりを築 き ま し た 。

　 活動地域も、アフリカ、ヨーロッパ、アジア、南米

と拡大されており、日本でも、2024年より、このプ

ロ ジ ェ ク ト が 始 ま っ て い ま す 。

　 ダ マ ヌ ー ル の 精 神 的 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 「 橋 の カ タ

チの動物とのコンタクト」をはじめ、さまざまなアク

ションを通して、今この瞬間も行われています。あ

な た も 、 私 た ち の 精 神 的 プ ロ ジ ェ ク ト 、 ゲ ー ム に

参 加 し て 、 一 緒 に 人 類 の 夢 を 実 現 し ま せ ん か ？

能登島のイルカたち



2025.  0４ 　ニューズレター第 57 号３

　 日 本 で 初 め て イ ル カ と の コ ン タ ク ト に 成 功 ！

　 能 登 島 の あ る 七 尾 湾 は ミ ナ ミ ハ ン ド ウ イ ル カ の

最 北 の 生 息 地 と さ れ 、 2 0 0 1 年 か ら 2 頭 が す み 着

き 、 現 在 は 1 7 頭 が 群 れ で 生 活 し て い ま す 。

　 し か し 、 2 0 2 4 年 元 旦 の 地 震 で 遊 覧 船 も 多 く が

損傷し、観光客が乗り降りしていた和倉港は今も

護 岸 が 壊 れ た ま ま で 、 イ ル カ ウ オ ッ チ ン グ や イ ル

カ と 一 緒 に 泳 ぐ ス イ ム の 予 約 は 例 年 の 2 割 に 停

滞 、 そ ん な 中 で の イ ル カ と の コ ン タ ク ト で し た 。

　 予 想 外 に イ ル カ は 人 懐 こ く 、 ジ ェ ス チ ャ ー で の

呼びかけ、対話には大きな反応を示してくれ、私

た ち の 船 の す ぐ 近 く ま で 何 度 も 来 て く れ ま し た 。

　 また、シュノーケルをしている人のすぐ近くまで

遊びに来てくれ楽しい時間を過ごすことができま

し た 。 船 が 出 航 し て も し ば ら く 一 緒 に つ い て き て

く れ 、 名 残 惜 し い お 別 れ と な り ま し た 。

日本でも「橋のカタチの動物とのコンタクト」が行われました。

イルカとのコンタクト 《能登島》

 　

日本での活動報告日本での活動報告

活動日：2024.8.1-2
場所：石川県能登島
種：ミナミハンドウイルカ

現地レポート

その１

《1日目》 

　天気がよく、波も穏やかでとても暑く感じるほど

日 差 し が 強 い 日 で し た 。 親 子 ク ジ ラ （ お 母 さ ん と

赤 ち ゃ ん ） に 会 い コ ン タ ク ト し ま し た 。 赤 ち ゃ ん ク

ジ ラ は 泳 ぎ の 練 習 と 息 継 ぎ の た め 何 度 も 海 面 に

姿 を 見 せ て く れ ま し た 。 時 々 お 母 さ ん ク ジ ラ と シ

ン ク ロ し て 潜 っ た り 、 泳 い で い る 姿 が と て も 可 愛

らしく感動しました。

《2日目》

　曇り空で、途中から雨が降る中クジラとコンタク

トをしました。出港して直ぐにクジラを発見!  親子

ク ジ ラ （ お 母 さ ん と 赤 ち ゃ ん ） と そ れ を エ ス コ ー ト

する雄のクジラ3頭です。

　コンタクトのためのジェスチャーを続けていると、

活動日：2025.1.17-19
場所：沖縄県久米島
種：ザトウクジラ

クジラとのコンタクト 《久米島》

 　

その2

活動日：2025.1.20
場所：沖縄県宮古島
種：アオウミガメ

　海 中 で ウ ミ ガ メ に 聖 な る 言 語 で 語 り か け 、 そ し て

ジェスチャーで対話をすることに成功しました。

　お 天 気 も よ く 、 ウ ェ ッ ト ス ー ツ が あ れ ば 十 分 耐 え

ら れ る 水 温 、 ベ ス ト コ ン デ ィ シ ョ ン で し た 。 シ ュ ノ ー

ケ リ ン グ で 海 に 入 り 、 水 中 で の コ ン タ ク ト を 試 み ま

した。

　ウミガメが食事をしにくる浅瀬に海岸から入り、し

ば ら く 泳 ぐ と 、 す ぐ に 食 事 中 の ウ ミ ガ メ に 遭 遇 。 コ

ン タ ク ト を 試 み ま し た 。 2 匹 の ア オ ウ ミ ガ メ と コ ン タ

ク ト し た 後 、 少 し 沖 に で て い く と 、 泳 い で い る ア オ

ウ ミ ガ メ に 遭 遇 。 ガ イ ド さ ん に よ る と 、 普 通 は す ぐ

に ス ピ ー ド ア ッ プ し て い っ て し ま う の に 、 ず っ と ゆ

っ く り ゆ っ く り 泳 い で く れ て 一 緒 に 泳 ぎ な が ら コ ン

タクトできました。

　その後、泳いでいるタイマイに遭遇。一緒にしば

ら く 泳 ぎ 、 ま た 違 う タ イ マ イ に 遭 遇 。 か な り 近 寄 っ

て き て く れ て 、 私 に 対 す る 警 戒 心 は 全 く 感 じ ら れ

ませんでした。さらに、海底に2匹のウミガメ。

　「 通 常 、 ウ ミ ガ メ は 単 独 行 動 で 、 2 匹 、 し か も 異 な

る 種 類 が 近 く に い る こ と は ほ と ん ど な い 、 と て も 珍

し い 光 景 で す よ 」 と 言 わ れ 、 コ ン タ ク ト が 成 功 し て

い る と 感 じ ま し た ！ メ ッ セ ー ジ を 受 け 取 っ て く れ て

い た と 思 い ま す 。 気 づ け ば 1 時 間 半 位 泳 い で い ま

した!

カメとのコンタクト 《宮古島》

 　

その3

横 向 き に な り ヒ レ を 海 面 に 出 し て バ イ バ イ し て い る

よ う な 仕 草 を し て く れ ま し た 。 「 君 た ち の サ イ ン 、 届

い て い る よ ー 」 と 私 た ち の ジ ェ ス チ ャ ー に 応 え て く

れているようだ!と感じる場面もありました。

　それ以外にも、尾ビレを縦にしてヒラヒラさせたり、

ジャンプのような動きをするなど、かなりアクティブ

な 動 き を 見 せ て く れ ま し た 。 船 も か な り 接 近 し て い

た の で 、 近 く で ク ジ ラ に コ ン タ ク ト す る こ と が で き ま

した。

橋のカタチの動物とのコンタクト
はダマヌール日本のメンバーが
同行するツアーで行います。
詳しくは、オロメンまで。
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　三 重 県 菰 野 町 に あ る ダ マ ヌ ー ル 公 認 の コ ミ ュ ニ

テ ィ ー ” オ ロ ヴ ェ リ ィ ” は 、 イ タ リ ア の ダ マ ヌ ー ル と

同様のエネルギーで調整されており、ダマヌール

と同じ方法でつくられた“螺旋”があります。

　 ダマヌールには、地下70ｍに手作業で建設され

た 「 人 類 の 神 殿 」 が あ り ま す 。 こ の 神 殿 の 上 部 、 つ

ま り 屋 外 部 分 は 「 聖 な る 森 」 と 呼 ば れ る 森 に な っ て

お り 、 神 殿 の 拡 張 部 分 に あ た り ま す 。

　 こ の 「 聖 な る 森 」 に は 、 い く つ も の 螺 旋 や 迷 路 が

あります。螺旋や迷路は彩色された石を並べてつ

く ら れ て お り 、 何 キ ロ に も 渡 っ て 広 が っ て い ま す 。

　 これらの螺旋や迷路は、地下の神殿の特定の部

屋 の 機 能 と 繋 が っ て お り 、 シ ン ク ロ ニ ッ ク ラ イ ン の

エ ネ ル ギ ー に よ っ て 活 性 化 さ れ て い ま す 。

　 シ ン ク ロ ニ ッ ク ラ イ ン と は 、 宇 宙 す べ て の 星 々 を

つないで流れるエネルギーの河であり、人類の神

殿 は シ ン ク ロ ニ ッ ク ラ イ ン の 4 本 も が 交 差 す る 非 常

に 稀 な 場 所 に 位 置 し ま す 。

　 そして、その特性から、シンクロニックラインにア

ク セ ス で き る 扉 、 つ ま り ス タ ー ゲ ー ト の 機 能 を 有 し

ま す 。

螺旋に宿る生き物

　螺 旋 を 歩 く と 、 螺 旋 の 生 き 物 ス ピ ー ル ら の サ ポ

ー ト に よ り 、 私 た ち 人 間 が 精 神 的 進 化 を す る た め

に 不 可 欠 な 内 面 的 感 覚 の 拡 大 や 覚 醒 の サ ポ ー

トが得られます。

　ですから、螺旋は、人間の精神的進化をサポー

トし、加速してくれるスーパーマシーンと言えます。

ダ マ ヌ ー ル の セ ミ ナ ー 「 セ ル フ 学 」 「 ス ピ リ チ ュ

アル物理学」などでは、シンクロニックラインや

螺旋について詳しく学ぶことができます。

ダマヌールの螺旋ダマヌールの螺旋

螺旋の体験ができる「ダマヌールを知る会」を
定期的に行っています。
次回は、６月１日（土）です。

シンクロニックラインに
　アクセスできる扉

　 ダ マ ヌ ー ル の 螺 旋 は 、 シ ン ク ロ ニ ッ ク ラ イ ン か ら

のエネルギーで活性化されているだけでなく、「ス

ピ ー ル 」 と 呼 ぶ 、 太 陽 に 住 む サ ト ル な 精 神 的 な 進

化 を 遂 げ た 生 き 物 が 宿 っ て い ま す 。

　 ダ マ ヌ ー ル の 創 立 者 で あ り 、 ダ マ ヌ ー ル の 精 神

的ガイドであったファルコが、少年期から行なって

いた緻密で複雑な錬金術やマジックな科学などの

研 究 の 過 程 で 、 ス ピ ー ル を 最 初 の 螺 旋 に 呼 び 寄

せ 、 ス ピ ー ル が も た ら す 特 別 な エ ネ ル ギ ー の フ ィ

ー ル ド を 利 用 し て 、 さ ま ざ ま な 感 覚 を 洗 練 さ せ て

い く 過 程 が 自 伝 の 中 で 語 ら れ て い ま す 。

日本で螺旋体験！

日本で螺旋体験！

螺旋を歩くとは

　私たちの体は、14層のエネルギーの体からなり

たっており、それらは、宇宙を構成するさまざまな

次 元 の エ ネ ル ギ ー と つ な が っ て い ま す 。 ま た 、 私

た ち に は 、 地 球 の シ ン ク ロ ニ ッ ク ラ イ ン の 分 布 が

一人ひとりの肉体に投影された、マイクロラインの

分 布 もあることがわかっています。ですから、螺旋

を歩くことは、宇宙的なエネルギーとの交流であり、

エネルギーがチャージされ、バランスをもたらしま

す。そのことにより、直感やインスピレーションを得

る体験も少なくありません。

　それは螺旋によって、私たち人間が持っていな

がらも眠らせたままの内面的感覚が刺激、調整さ

れるからです。螺旋を歩くことは、精神的進化を加

速するチャンスです。

　多 く の 人 が 、 こ の チ ャ ン ス を 使 え る よ う に 、 ダ マ

ヌールだけでなく、イタリア国内外で、螺旋が次々

と造られています。日本でも体験できます。実際に

歩いて体験してみませんか？
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ヒーラーだよりヒーラーだより

プラノテラピーは、コミュニティー
“オロヴェリィ”や各地で受けられます。
体験会も開催しています。
　　　　お問合わせはこちらから

プラーナと呼ばれる根源的な生命のエネルギー

が、オーラ、肉体、魂の全てに良い影響を及ぼ

し 、 特 に 必 要 な と こ ろ に 集 中 し て 流 れ 、 全 体 の

バランスを取り戻します。

　

ダマヌールのヒーリング

プ ラ ノ テ ラ ピ ー は ダ マ ヌ

ールの自然医学の中で

も基礎となる安全でパワ

フ ル な ヒ ー リ ン グ で す 。

プラノテラピー
義母の夢に寄り添うプラノテラピー

　2 0 2 4 年 9 月 の あ る 夜 、 一 人 暮 ら し の 9 8 歳 の 義

母が救急車で病院に運ばれた。右肩の亜脱臼だ

という。高齢で手術はできない。

　要 介 護 3 の 認 定 が で た 。 ヘ ル パ ー さ ん は 毎 日

来る。本人は2倍に腫れた青あざの右手と肩を痛

がり右手を三角巾で支え、全く使えない状況。

それでも、フラフラしながら壁を伝わってトイレに

行く。深夜、義母はまたも転倒して救急車で運ば

れ た 。 検 査 後 に 医 師 か ら 「 右 肩 と 手 以 外 、 ど こ も

異常はありません。健康なお年寄りは久しぶりで

です」と言われた。本人と家族は回復のために一

人暮らしを選んだ。

　1ヶ月経った頃から、毎週１回、定期的にプラノ

テラピーを始めた。義母 は 暖 房 を つ け る の は リ ビ

ングのみ。暖かいシャツとお手製のセーターなど

5 〜 6 枚 着 込 み 、 さ ら に 羽 毛 の コ ー ト を 着 て い る 。

そして、もうすぐ右手が 使 え る よ う に な る と 思 い 込

んでいる。家族は好きなようにやらせている。へこ

たれず、鬱にもならず、義母はできることが増えて

い く 。 毎 日 の お 弁 当 に 飽 き た と き は 、 「 自 分 で 作

れる」と言い張る。やる気を尊重して、電子レンジ

を押すだけで食べられる冷凍ランチを揃えた。握

手をすると強く握れず弱々しいが、プラノテラピー

の回数が増えるにつれて、朝と夜のガスの元栓や

雨戸の開け閉めもできるようになった。来客にお茶

を入れ、時々フラフラと玄関まで見送る。折り紙で

鶴を、広告の紙でゴミ入れを作った。庭の駐車場

の屋根が壊れているので、修理をしたいと手配を

息 子 に 依 頼 し た 。 指 輪 も は め る よ う に な っ た 。 ハ

サ ミ も 使 う 。 右 手の腫れは少しずつ元に戻りつつ

ある。プラノテラピーは20回が終わった。私は「プ

ラ ノ テ ラ ピ ー は 凄 い な ぁ 」 と 思 い な が ら 、 私 ま で 、

いつか、義母がミシンを使っている日を思い描い

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　  （トロータ）

ヒ ー ラ ー や 治 療 に 携 わ る 方 々 に
プ ラ ノ テ ラ ピ ー を お 勧 め し ま す。

ダマヌールのヒーリングと
一般のエネルギーヒーリングの違い

プラノテラピーのヒーラーは、エネルギー

ヒーリングを行うことによって、ヒーリング

を行う場所やヒーラーに蓄積しがちな否

定的なエネルギーを、セルフィカ（ダマヌ

ー ル 独 自 の ら せ ん に 基 づ く 科 学 ） の テ ク

ノ ロ ジ ー を 使 っ て 定 期 的 に 放 出 し 、 ニ ュ

ー ト ラ ル な 状 態 に 戻 す こ と が 義 務 づ け ら

れています。それにより、ヒーラーは常に

安全でパワフルなヒーリングができます。

他のどんな治療法やセラピーとも併用可能。
健康の維持増進と病気の予防に。
癒 し の プ ロ セ ス を 促 進 す る た め に 必 要 な 出
来 事 を 引 き 寄 せ て、 ポ ジ ティ ブ な 変 化 を 生
みだします。

ファルコ・タラッサコ
（オベルト・アイラウディ 1950-2013 )

哲学者でヒーラー、ダマヌールの創立者である

ファルコの言葉を紹介します。ファルコの金言ファルコの金言

一刻も早く自分になり、この瞬間を完璧に生き尽くすんだ

　　　　　　人生とは一瞬の連続に過ぎない

　　あなたの変化は、現実的な日々の努力の先にある

　 癒しを求めて彷徨うことをやめ、今すぐ立ち上がれ

     その瞬間から、あなたの癒しが始まるのだから
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「感情のコース」を受講して

セミナー体験記セミナー体験記

　こ の コ ー ス を 受 け る ま で 、 私 は 結 構 自 分 は 感 情

豊かな方かと思っていましたが、コースの途中から

私が自分で自覚してる感情は主に怒りと喜びの感

情だけで、多くの感情に蓋をして生きていたことに

気 が つ き ま し た 。 誘 導 瞑 想 で 、 自 分 が 小 さ い 時 は

しっかりといろんな感情を豊かに感じていたことに

気がつき、コースを終了後は意識的に、自分の感

情に気づいていくという練習をしています。

「マスターの金言」を受講して

「夢の道」を受講して

「スピリチュアル物理学」を受講して

　このセミナーを受けると、その時に自分が必要な

メ ッ セ ー ジ が セ ミ ナ ー 中 に 話 さ れ る こ と が 多 々 あ

り、びっくりします。

　Fa l c oの残した言葉は、人生のいろんな時期の

い ろ ん な 場 面 で そ の 時 々 で 響 く 部 分 が 異 な り 、 と

て も心の深い部分に触れる気がします。

　スピリチュアル物理学は、何度聞いても難しくて

よ く わ か ら な い 部 分 が 多 い の で す が 、 と っ て も 面

白いです。何度もセミナーに出ているうちに、わか

ら な い 部 分 が 少 し ず つ わ か っ て き た り 、 い ろ ん な

疑 問 が 湧 い て き た り し て 、 目 に み え る 部 分 は 4 ％

で、残りの96%は目に見えないエネルギーの部分

ということが普段は全く意識できませんが、すごい

ことだなと思います。

　時間に関する話は、本当に奥が深く全然理解で

きない部分の方が多いのですが、とても興味深く

何度聞いても面白いです。

　私 は 、 も と も と 夢 は よ く 見 る ほ う で し た が 、 セ ミ ナ

ー を 受 け て か ら 、 前 に も 増 し て よ く 見 る よ う に な り

驚いています。　　　　　　　　　　　　　　　　（C .A）

　

　も っ と 夢 を う ま く 使 い た く て 、 購 入 し た さ ま ざ ま な

スキーマ（エクスサイズのための図形）を使ってい

ま す が 、 私 に は も の す ご く 効 果 が あ り ま す 。 特 に 、

或 る ス キ ー マ を す る と 必 ず カ ラ フ ル な 夢 を み る の

で、おもしろいです。　　　　　　　　　  ( 5 0代女性)

                         

　こ の セ ル フ は 、 1 9 8 6 年 の チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 発 事

故の影響を受けて作られました。

　北イタリアのアルプスの麓にあるダマヌールにも

チェルノブイリから偏西風に乗ってアルプスを越え

て放射性物質が飛来したのです。

　そのため、ダマヌールでは、何ヶ月もの間、放射

能の影響のない保存食を食べたり、このセルフを

身につけ防御していました。

　福 島 原 発 事 故 後 の 影 響 も で す が 、 最 近 、 特 に

懸 念 さ れ て い る の が 電 磁 波 の 影 響 で す 。 携 帯 電

話 は 、 す で に 生 活 に な く て は な ら な い も の に な っ

て お り 、 い つ の ま に か ５ G の 基 地 局 が あ ち こ ち に

設置されています。携帯電話だけでなく、電化製

品をはじめ、電気自動車、送電線など身近な環境

の中には電磁波があふれています。

　電磁波によるDNAや遺伝子の損傷、脳や神経、

免 疫 シ ス テ ム へ の 悪 影 響 、 心 臓 へ の 負 担 な ど 健

康 リ ス ク が 懸 念 さ れ て い る の は 皆 さ ん も 知 る と こ

ろだと思います。

　日常的に受ける電磁波からの影響を少しでも軽

減するために、このラジオアクティビティ防御のセ

ルフをお勧めします。このセルフは放射能や静電

気 、 電 磁 波 の 影 響 か ら あ な た を 保 護 し ま す 。 ス ト

レスが生じた際に、緊張を和らげることにも有用と

されています。是非、お試しください。

ラ ジ オ ア ク テ ィ ビ テ ィ

 （ 放 射 能 ・ 電 磁 場 ）

防 御 の た め の セ ル フ

ラ ジ オ ア ク テ ィ ビ テ ィ

 （ 放 射 能 ・ 電 磁 波 ）

防 御 の た め の セ ル フ

お問合せ・購入はこちらへ

ダマヌール日本　self@damanhur. jp

＊ ラジオアクティビティ防御のセルフ　¥9,500

ブレスレット。手首に
つけてお使いください。

セルフィカは、古代文明で用いられてきた知識。
ダマヌールの研究者たちによって復興され、さ
らなる進化を遂げました。
感覚の拡大、技能の発達、健康などに良い影響
をもたらします。

C l a s s i c  S e l f ダマヌールクラシックセルフ
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セミナー・イベントスケジュール ２０２５年５月以降セミナー・イベントスケジュール ２０２５年５月以降

　５月

11月　過去生のリサーチ

 ５月１７日（土）１８日（日）

【スピリチュアル物理学《特別編》〜魂の構造とパーソナリティー】

メールマガジン毎週配信中！ お申込みはHPから

７月 ワンデイセミナー

「名古屋駅」より徒歩５分交

要予約。 料金別途（￥６，０００） 

フェニーチェのグループヒーリング
グループで受けるプラノテラピーです。
　　　個人で受ける以上にパワフル！

７月１９日（土）　講演会終了後、同会場にて

開催日： １１月２２日（土）２３日（日）

時　間 ： ２２日１０：００〜２１：００

　　　　

会　場 ：  オロヴェリィセミナールーム

参加費 ： ７５,０００円（ダマヌールでの事前調査費を含む） 

【アトランティス 〜 古代エジプト 〜 
                           ダマヌール   そしてオロヴェリィへ 】

講　師 : フェニーチェ・フェルチェ

通　訳 : ジュゴン・クスノキ

開催日： ７月１９日（土）　＊途中昼休憩あり

時　間 : 

偉大な人類の 黄金時代を実現する夢に向かって 着実に生きる秘訣

午前の部　１０：３０〜１２：３０

午後の部　１４：００〜１６：３０

場　所 ： ウインクあいち　小ホール

参加費 ： １０,０００円

　　　　　　早割（５月末日まで）９,０００円

　　　　　　学割 ８,０００円

ダマヌールを知る会 in Orovelj

・螺旋を歩く体験
・セルフィックペインティング鑑賞体験
・インナーハーモ二ゼーション体験
・ヒーリング体験（料金別途）

開催日： 6月1日（日）　１０：００〜１５：００

場　所 ： オロヴェリィ（三重県菰野町）

参加費 : 2,０００円

オロヴェリィは、ダマヌール公認のコミュニティーで

三重県菰野町にあります。

知る会では、螺旋やセルフィックペインティングなど

ダマヌールを体験し、感じていただけ

ます。ダマヌールのヒーリングの筆頭

であるプラノテラピーも体験できます。
プ
ロ
グ
ラ
ム

２３日１０：００〜１８：００

2025.7.19
ワンデイセミナー専用サイト
チケット購入もできます。

右QRコードからどうぞ！ 

＊要予約

お問合せ・お申込みはこちらから

申込受付一次締切　7 月 3 1 日

　6月
開催日 ： ６月２８日（土）２９日（日）

【ダマヌールのマンティカ(占い）〜シンクロニックブックと７つの石〜】

　８月【スピリチュアル物理学 1レベル】
開催日 ： ８月２３日（土）２４日（日）

YouTubeフェイスブックホームページ インスタグラム　　　

開催日 ：

開催時間 ：

会　場 ： オロヴェリィセミナールーム

講　師 ： フェニーチェ・フェルチェ

参加費 : ４０,０００円
　9月　【アストラルトラベル】

開催日 ： ９月１３日（土）１４日（日）

2日間セミナー

1 日目　１１：００〜１８：３０
2 日目  １０：００〜１８：００

出生地・生年月日・出生時刻
写真２枚（最近のものと１０〜１５年 くらい前のもの）

★ダマヌールでの事前調査のために必要なもの
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Orovelj オロヴェリィ　orovelj.org  

コミュニティーの入り口が大変にぎやかになりました。去年の夏場に

マ ス ク 制 作 を 行 い 、 冬 場 に は 壁 画 制 作 を 行 い ま し た 。 今 、 こ ち ら に

足 を 運 ん で い た だ くと ダ マ ヌ ー ル の 芸 術 が あ な た を 迎 え て く れ ま す 。

こちらはマスクの制作過程の様

子です。マスクの土台となる鉄筋

を組んでいるところです。溶接を

し、セメントで形をつくっていき

ました。

完成したマスクと壁画です。

是非、こちらを見に

足を運んでください。

コミュニティーは、夏場は暑く、冬場は寒く雪が降ることもあります。

冬 は 閉 ざ さ れ た 世 界 に な る こ と も あ り 、 大 変 な 一 面 も あ り ま す が 、

そ の 分 春 の 装 い は 格 別 で す 。 そ ん な 季 節 の 変 化 を ご 覧 く だ さ い 。

壁画の制作過程です。

足場の悪い中、でこぼこの

壁面に描きました。

コミュ二ティー

コミュ二ティー便り

マスク制作

冬から春へ

壁画制作


